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1 はじめに

政府は e-Japan戦略の一環として「平成 18年には
電子カルテ普及率を 60％に」という努力目標を掲げ
医療の IT化を進めている.病院内,病院間,あるいは医
師, 看護師,患者の間のコミュニケーションの向上が進
むことが期待される.様々な項目から構成されるカル
テは,半構造化データの典型であり,その検索と分析手
法の開発は,国民に対する医療の高度化のためのイン
フラと位置付けられる. 今後蓄積され続ける電子カル
テを,情報共有のためだけでなく,科学的根拠に基づく
医療 (EBM Evidence based Medicine)の基礎データ
として利用し,データに基づく科学的発見を支援する
検索・分析システムが必要とされる.医師は, 患者の症
状と検査結果のデータに応じて,原因と対応を推定す
る.場合によっては,仮説として複数の原因を考え,そ
れぞれに対する再検査項目を考慮する. このような高
度の判断をするのが医師の最も重要な職務であるが,
それは各々の医師の経験と知識に依存する.それらの
知識は従来,書籍や論文として蓄積され長期間の教育
により伝達されてきた.本研究では,このような知識だ
けでなく,蓄積されるカルテ・データを,医師の分析に
役立てるシステムを作ることを目指す.
本研究では,医療カルテを対象として,それぞれの項
目を検索の観点として捉える多面的検索方式を提案す

る.各文書のそれぞれの項目を独立した文書として捉
え,個別インデックスを構成することにより,項目毎の
クラスタリングを実現する. 利用者は, 複数の項目か
ら任意の二項目を選択することにより,２つの観点を
用いたクラスタリング結果を見ることができる.さら
に,各項目のクラスタから抽出した特徴的キーワード
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を２つの軸に表示することにより,単純な可視化では
なく,可視化画面においてそれぞれのセルを二種類の
キーワードで解釈することができる.このキーワード
は,検索結果全体の概観を与えるだけでなく,検索絞込
みにも利用でき,対話的な検索の効率が向上できる.具
体的なシステムとして,著者の中島が所属する九大附
属病院外科の 341件の退院カルテを対象として検索シ
ステムを実現した.これにより,クラスタリング方式,
キーワード抽出法,分類結果の分析を情報検索と医療
という二つの観点からの分析が可能となった.

2 関連研究

医療カルテの電子化についてはデータベースや検索

についての既存の技術を応用し,様々な企業によりビ
ジネスレベルで進んでいる. 研究動向の中心は, 電子
カルテの標準化と現場での入力インターフェース向上

[1, 2]やネットワーク化における安全性向上 [3, 4] の
２点にある.このような標準化が達成されると,複数の
機関によるデータ共有が可能となり,本稿で提案する
分析システムの活用が期待できる.
本稿で利用する多面的検索方式は,著者の廣川等が

九州大学教員データベースの開発において着想を得た

ものであり [5] これを電子カルテに適用するものであ
る. カルテの解析については,科学技術振興機構 (JST)
による「安全性に係わる社会問題の解決のための知識

体系の構築」プロジェクトがあり,医療安全研究グルー
プ（代表永井良三教授）による,数値的データについ
ての統計解析機能をもつ電子カルテシステムの開発も

ある.しかし,本研究のアプローチは,数値的データだ
けでなく,カルテの項目に含まれる文書情報を半構造
化文書として捉えるものである.
インデックス付と XML検索の統合に関する研究と

しては, Raghavらの構造索引と転置リストとを統合
して索引を作成する方法 [6], 絹谷らのXML文書から
利用者の問い合わせに最適な部分文書を, 文書構造と
文書内容の両者を利用して取り出す方法 [7], 森らのタ
イトルや見出し,強調語に着目して特徴量ベクトルを
改善し, XML文書検索システムの精度を向上させる
方法 [8] などがある. しかしこれらはいずれも XML
の個別の部分構造に着目する多面的検索ではない. 本
研究ではXML文書の各項目毎にインデックスを作成
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し, 多面的な検索を行うシステムを扱う.

3 システム概要

本研究では,汎用連想計算エンジン (GETA)†を利用
している. 検索の対象としたい各項目に対し,WAM
と呼ばれるGETAに固有のインデックスを作成する.
ユーザーはウェブ上のフォームから検索したい語を入

力し,どの項目で検索したいのかを選択する. ここで,
選択された項目に入力された語を含む文書のリストが

返され, このリストをユーザーが任意に選ぶ 2つの項
目で,それぞれ指定した個数にクラスタリングを行い,
片方のクラスタで i番,もう一方のクラスタで j番に属
するような文書が (i, j)要素となるようなマトリック
スを作成する. また,検索結果の絞込みを容易にする
ため,各クラスタごとに特徴語を抽出する. ユーザー
はあるセルに含まれる文書が多い場合, そのセルに含
まれる文書で再度マトリックスを作成するズーミング

を行うことにより,検索結果の絞込みをする.
今回対象とした XML文書は「主訴」,「現病歴」,

「既往歴」,「家族歴」,「入院時現症」,「入院時検査
所見」,「入院後経過」,「退院時処方」,「特記事項連
絡事項」,「生活歴」,「考察」,「退院後の方針」がフ
ラットに並ぶ構造を持つ.このそれぞれの項目に対し
て形態素解析を行い,インデックスを作成した.
図 1は文書中に「ポリープ」を含む文書を「既往歴」

「考察」で３×３に分割した例である。

図 1: 検索結果のマトリックス表示

4 まとめと今後の課題

本研究ではXML形式の電子カルテの各項目ごとに
インデックスを作成し,ユーザーが選ぶ任意の観点で
検索を行い, 任意に選ぶ 2つの観点で結果をマトリッ

† http://geta.ex.nii.ac.jp/

クス表示することにより多面的な検索,分析を行うシ
ステムを作成した. 本システムの定性的および定量的
な評価を行うことが今後の課題である. また,クラス
タリング方法の検討などをする必要がある.
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